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NBRC 104153 の一部の変異株は、オフロキサシン存在下でのみ著しい抗生物質高生産を示した。

以上の結果は、オフロキサシン耐性変異株の取得(遺伝学的作用)とオフロキサシン存在下での培

養(生理学的作用)を活用することにより、放線菌の潜在的二次代謝を劇的かつ多様に活性化でき

ることを示唆した。 

 オフロキサシン耐性と二次代謝活性化に関わる変異の特定に向け、S. coelicolor A3(2)より取

得した変異株の変異を解析した。その結果、解析した全ての変異株が TetRファミリー転写因子遺

伝子のフレームシフト変異を有すること、加えて、それらのうちオフロキサシンに対して高レベ

ル耐性を示す変異株は RNAヘリカーゼ遺伝子にも変異を持つことが判明した。TetR と RNAヘリカ

ーゼ遺伝子の先行知見から、両遺伝子の変異はオフロキサシン耐性および二次代謝活性化への関

与が示唆された。 

 

 本論文では、放線菌における翻訳を標的とする抗生物質への耐性変異による二次代謝活性化の

基本原理を明らかにした。加えて、DNA 複製を標的とする抗生物質への耐性変異が放線菌の二次

代謝活性化に有効であることを新たに見出した。 


